
株式会社戸上電機製作所 概要

本社所在地	 ：	佐賀市大財北町 1番 1号
創	 立	：1925 年 3月12日
代表取締役社長：戸上　信一
従		業		員		数	：	395人（2019 年 3月）
H	 	P	：	https://www.togami-elec.co.jp/
沿	 革	：	
1925年	 3月12日自動配電装置の製造販売を目的として

株式会社戸上電機製作所を設立
1957年	 名古屋工場開設
1961年	 東京証券取引市場第2部に上場
	 天皇・皇后陛下御来社
1987年	 配電用自動開閉器工場・名古屋工場新社屋落成
1995年	 ISO9001認証取得
2000年	 電子制御器工場落成
	 ISO14001認証取得
2015年	 創立90周年

幕
末
の
雄
藩
佐
賀
藩
、時
の
藩
主
鍋
島
直

正
の
元
、近
代
日
本
国
家
の
礎
を
築
い

た
開
明
的
な
藩
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
城
の
程
近
く
、94
年
前
に
世
界
初
の
技

術
で
創
業
し
た
株
式
会
社
戸
上
電
機
製
作
所
様

は
、そ
の
進
取
の
気
性
を
今
に
受
け
継
ぐ
電
設

資
材
メ
ー
カ
ー
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
歴
史
あ
る
本
社
の
一
室
で
、片
渕
　
健	

技
術

本
部
研
究
開
発
部
Ｒ
＆
Ｄ
グ
ル
ー
プ
上
席
研
究

員
、髙
取
照
彦	

営
業

統
括
部
営
業
企
画
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ヒットブランド
の源泉

Vol.23メーカーリレー訪問

株式会社戸上電機製作所

佐賀城
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ス
イ
ッ
チ
の
ト
ガ
ミ

編
集
部　
ま
ず
は
、
皆
様
の
簡
単
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

片
渕　
1
9
7
3
年
に
入
社
し
ま
し

て
、
技
術
本
部
で
電
磁
開
閉
器
開

発
、
探
査
・
測
定
器
開
発
、
新
規

商
品
開
発
・
新
技
術
研
究
と
、
一

貫
し
て
技
術
畑
で
す
。

髙
取　
私
は
入
社
が
1
9
8
7
年
、

約
20
年
間
は
技
術
本
部
に
所
属
し
、

商
品
設
計
や
お
客
様
、
営
業
マ
ン

の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
担
当
。
６
年

程
前
か
ら
営
業
統
括
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
。

編
集
部
　
御
社
の
沿
革
を
簡
単
に
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

髙
取　
当
社
は
初
代
社
長
戸
上
信
文

が
発
明
し
た
「
昼
夜
間
自
動
配
電

装
置
」
の
製
造
販
売
を
目
的
に

1
9
2
5
年
（
大
正
14
年
）
３
月

に
創
立
し
、
2
0
1
5
年
に
90
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
配

電
・
制
御
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
多
様
化
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
に
貢
献
す
る
一

方
、
環
境
保
全
へ
の
取
組
や
海
外

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
創
業
製
品
の
「
昼
夜
間
自

動
配
電
装
置
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

片
渕　
大
正
時
代
初
頭
の
配
電
方
式

は
夜
間
線
を
切
り
換
え
て
昼
夜
の

動
力
に
使
う
と
い
う
も
の
で
し
た

が
、
切
り
換
え
の
た
め
に
は
毎
日

電
柱
を
登
り
降
り
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
見
た

創
業
者
・
戸
上
信
文
が
、
当
時
、

不
可
能
と
い
わ
れ
た
自
動
的
に
一

右……片渕　健 技術本部研究開発部Ｒ＆Ｄグループ上席研究員
左……髙取照彦 営業統括部営業企画グループリーダー

ヒットブランド
の源泉 Vol.23

進
取
の
気
性
を
受
け
継
ぐ

配
電・制
御
機
器
メ
ー
カ
ー

26



「ヒットブランドの源泉」 Vol.23

回
線
か
ら
昼
間
線
・
夜
間
線
を
切

り
換
え
る
世
界
初
の
技
術
装
置
を

開
発
し
た
の
で
す
。

編
集
部　
電
柱
の
上
に
そ
れ
ほ
ど
重

要
な
製
品
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
頭
上
に
あ
る
縁
の
下

の
力
持
ち
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

髙
取　
他
に
も
柱
上
用
開
閉
器
や
防

爆
形
制
御
機
器
な
ど
あ
ま
り
目
立

た
な
い
製
品
が
多
い
の
で
す
が
、

私
達
が
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
製
品
で
す
。

片
渕　
特
に
日
本
で
初
め
て
電
磁
開

閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
開
発
以
来
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
機
器
を

開
発
し
て
き
た
そ
の
技
術
力
の
高

さ
が
多
方
面
で
支
持
さ
れ
、
「
ス

イ
ッ
チ
の
ト
ガ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る

程
、
当
社
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

30
年
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

「
ラ
イ
ン
チ
ェッ
カ
」

編
集
部　
数
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
中
で

代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
は
。

片
渕　
配
線
路
探
査
器
の
「
ラ
イ
ン

チ
ェ
ッ
カ
」
で
す
。
こ
の
製
品
、

技
術
は
、
2
0
0
2
年
に
第
47
回

※
澁
澤
賞
を
受
賞
し
た
無
停
電
漏

電
点
探
査
装
置
（
リ
ー
ク
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
）
や
2
0
1
4
年
に
第
59

回
澁
澤
賞
を
受
賞
し
た
、
地
中
線

地
絡
事
故
点
探
査
装
置
（
Ｌ
Ｕ
Ｐ

Ｉ
Ｎ
）
等
に
繋
が
っ
た
製
品
で
す
。

髙
取　
今
か
ら
30
年
程
前
に
初
代
ラ

イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
Ｔ
Ｌ
Ｃ
︲
Ａ
形
が

開
発
さ
れ
、
現
在
の
も
の
は
3

代
目
の
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ラ
イ
ン

チ
ェ
ッ
カ
」
と
な
り
ま
す
。

編
集
部　
30
年
も
の
間
、
売
れ
続
け

る
商
品
と
い
う
の
も
す
ご
い
で
す

ね
。
ど
の
よ
う
な
用
途
の
商
品
な

の
で
す
か
。

髙
取　
ビ
ル
の
新
設
・
改
修
工
事
前
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
不
具
合
時
の
配

線
チ
ェ
ッ
ク
に
最
適
な
商
品
で
す
。

活
線
状
態
で
ブ
レ
ー
カ
や
配
線
路

の
探
査
が
一
人
で
可
能
で
す
。

編
集
部　
3
代
目
の
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
」
に
は
ど
の
よ

う
な
機
能
が
あ
り
ま
す
か
。

片
渕　
メ
イ
ン
機
能
は
低
圧
回
路
の

配
線
接
続
チ
ェ
ッ
ク
や
埋
設
ル
ー

ト
探
査
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
通

り
、
多
く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

◉
活
線
で
の
ブ
レ
ー
カ
探
査
・
ケ
ー

ブ
ル
探
査
・
埋
設
線
探
査

◉
死
線
で
の
漏
電
点
探
査
・
ケ
ー
ブ

ル
探
査
・
埋
設
線
探
査

◉
回
路
電
圧
チ
ェ
ッ
ク

　
　

機
能
の
多
さ
も
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
一
つ
の
要
因
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

コ
ン
セ
プ
ト
は「
活
線
探
査
」

編
集
部　
開
発
の
背
景
は
。

片
渕　
当
社
は
ス
イ
ッ
チ
メ
ー
カ
ー

で
す
か
ら
、
開
発
を
始
め
た
当
初

は
、
高
圧
開
閉
器
、
マ
グ
ネ
ッ

※
澁
澤
賞
･
･
･
電
気
保
安
に
傾
注
さ
れ
た
故

澁
澤
元
治
博
士
が
、
昭
和
30
年
に
文
化
功
労

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
栄
誉
を
記
念

す
る
た
め
、
昭
和
31
年
に
設
け
ら
れ
た
も
の
。

広
く
電
気
保
安
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た

方
々
に
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
。

電磁開閉器

地中線地絡事故点探査装置　LUPIN
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ト
ス
イ
ッ
チ
、
モ
ー
タ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
制
御
盤
と
い
っ
た
事
業
構

成
で
し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
成

長
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

何
か
新
し
い
も
の
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
そ
の
動
き
の
中
で
取

り
組
ん
だ
も
の
の
一
つ
が
電
気
回

路
の
探
査
器
な
の
で
す
。

髙
取　
今
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
発
売
当
時
は
、
停
電
を
せ

ず
に
電
気
回
路
の
接
続
や
埋
設
配

線
を
探
査
で
き
る
こ
と
は
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降

「
活
線
探
査
」
は
当
社
の
探
査
器

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

編
集
部　
そ
の
後
、
3
代
目
に
至
る

ま
で
、
様
々
な
改
良
を
加
え
て
い

ま
す
ね
。

片
渕　
開
発
当
初
は
、
必
要
に
迫
ら

れ
た
会
社
が
、
業
務
の
効
率
化
の

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
自
社
で
製

作
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。

し
か
し
、
ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
を
発

売
し
て
み
る
と
、
意
外
と
市
場
の

反
応
が
良
く
、
ま
た
、
電
気
配
線

の
探
査
と
い
っ
て
も
、
追
加
工
事

の
た
め
の
探
査
、
漏
電
等
故
障
箇

所
特
定
の
た
め
の
調
査
等
、
色
々

な
場
面
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望

に
応
じ
て
改
良
を
加
え
な
が
ら
、

開
発
し
て
き
ま
し
た
。

髙
取　
3
代
目
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上
を
目
指

し
て
、
現
在
も
研
究
・
開
発
を
続

け
て
い
ま
す
。

「
探
査
器
」分
野
で
光
る
存
在
感

編
集
部　
ブ
ラ
ン
ド
が
ヒ
ッ
ト
し
た

要
因
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と

お
考
え
で
す
か
。

片
渕　
電
気
工
事
の
現
場
で
は
、
例

え
ば
個
々
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
工
事

し
た
い
と
い
っ
た
時
に
、
停
電
を

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
一

斉
に
停
電
を
さ
せ
る
こ
と
は
大
き

な
現
場
に
な
る
ほ
ど
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、
ど
の

ブ
レ
ー
カ
を
切
っ
た
ら
良
い
か
は
、

ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
で
該
当
す
る
ブ

レ
ー
カ
を
探
す
以
外
方
法
が
無
い

状
況
で
す
。

　
　

現
場
測
定
器
の
メ
ー
カ
ー
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
「
計
測
器
」
の

分
野
で
は
な
く
、
「
探
査
器
」
の

分
野
で
汎
用
製
品
を
販
売
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
は
少
な
か
っ
た
た
め
、

ニ
ッ
チ
な
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

編
集
部　
初
歩
的
な
質
問
で
恐
縮
で

す
が
、
「
計
測
器
」
と
「
探
査

器
」
の
分
野
は
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
。

片
渕　
電
流
や
電
圧
、
抵
抗
な
ど
の

量
を
値
（
数
値
）
と
し
て
表
示
す

る
の
が
「
計
測
器
」
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
値
（
数
値
）
と
い
う
定

量
的
な
結
果
で
は
な
く
、
定
性
的

に
存
在
を
探
し
あ
て
る
の
が
「
探

査
器
」
（
探
査
方
式
は
非
接
触
探

査
で
探
査
結
果
も
ラ
ン
プ
表
示
）

と
い
え
ま
す
。
た
だ
、
定
量
的
な

結
果
が
出
な
い
分
、
利
用
範
囲
、

応
用
的
な
利
用
方
法
も
幅
広
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部　
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
ま
で
に
は
様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

片
渕　
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
す
か
ら
、

お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
、

「
こ
う
い
っ
た
も
の
が
探
査
で
き

な
い
か
？
」
「
探
査
方
法
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
？
」
な
ど
多
種
多

様
で
す
。
し
か
し
、
我
々
メ
ー

カ
ー
サ
イ
ド
は
、
営
業
、
技
術
を

含
め
必
ず
し
も
現
場
を
理
解
し
て

い
る
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
内
容
を
理

解
す
る
の
に
、
色
々
勉
強
し
ま
し

た
。

活線状態のブレーカ探査
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メ
ー
カ
ー
で
あ
る
以
上
、
当
然

の
こ
と
な
の
で
す
が
、
お
問
い
合

わ
せ
に
対
す
る
技
術
サ
ポ
ー
ト
の

取
り
組
み
が
、
顧
客
満
足
度
に
繋

が
り
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
至
っ
た

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

編
集
部　
商
品
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

髙
取　
展
示
即
売
会
や
代
理
店
の
販

売
店
、
電
気
工
事
店
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
商
品
カ
タ
ロ

グ
や
デ
モ
機
に
よ
る
実
演
を
行
い
、

機
能
や
操
作
方
法
等
の
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
短

時
間
で
わ
か
り
や
す
く
仕
様
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
、
動
画
の

作
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◇

編
集
部　
最
後
に
、
本
誌
読
者
の
電

材
卸
店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

髙
取　
ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
カ
は
、
新

設
・
改
修
工
事
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
不
具
合
時
の
配
線
チ
ェ
ッ
ク

に
最
適
な
商
品
で
す
。
ご
依
頼
い

た
だ
け
れ
ば
デ
モ
機
に
よ
る
実
演

も
出
来
ま
す
の
で
、
お
手
に
取
っ

て
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
当
社
陸
上
競
技
部
は
、

1
9
6
3
年
に
創
部
。地
元
に

根
付
き
、ス
タ
ッ
フ
及
び
選
手

の
大
半
が
佐
賀
県
出
身
者
で

す
。今
年
の
元
旦
、創
部
56
年
目

で
初
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
で
は
、出
場
37
チ
ー

ム
で
最
下
位
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、こ
の
大
会
が

チ
ー
ム
と
し
て
大
き
な
転
換
点

と
な
り
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
終
了
後
、

選
手
の
一
部
を
強
化
指
定
選
手

と
し
、練
習
に
取
り
組
む
時
間

を
増
や
し
た
ほ
か
、陸
上
競
技

部
専
属
の
コ
ー
チ
を
招
聘
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、東
京
マ
ラ
ソ
ン

4
位
の
実
績
を
持
つ
ケ
ニ
ア
出

身
の
サ
イ
モ
ン
・
カ
リ
ウ
キ
選

手
が
加
わ
る
な
ど
、こ
れ
か
ら

の
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

予
選
会
は
11
月
4
日
、予
選
突

破
し
て
連
続
出
場
を
目
指
し
ま

す
。

陸
上

競
技
部

　  

の
活
動

ニューイヤー駅伝が
決まっての集合写真

（昨年の予選会）

ニューイヤー駅伝で
力走する溝田選手

新加入した
サイモン・カリウキ

選手
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高圧絶縁監視機能付
方向性ＳＯＧ制御装置

　

S
O
G
開
閉
器
は
地
絡
事
故
発
生

時
に
は
即
時
遮
断
し
事
故
点
を
切
り

離
し
ま
す
。こ
れ
を
需
要
家
側
に
立
っ

て
み
れ
ば
、電
気
設
備
の
事
故
が
思
わ

ず
停
電
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
情
報
機
器
の
普
及
等

に
よ
り
、一
瞬
の
停
電
も
許
さ
れ
な
い

環
境
に
あ
り
、突
発
的
な
停
電
を
避

け
る
こ
と
が
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

　
「
高
圧
絶
縁
監
視
機
能
付
方
向
性

S
O
G
制
御
装
置
」は
開
閉
器
内
蔵

の
セ
ン
サ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
低

い
コ
ス
ト
で
高
圧
回
路
の
絶
縁
状
態

の
常
時
監
視
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

S
O
G
開
閉
器
が
ト
リ
ッ
プ
に
至
ら
な

い
零
相
電
圧
／
零
相
電
流
の
小
さ
い

微
地
絡
や
、地
絡
時
間
の
短
い
地
絡
を

検
出
し
記
憶
す
る
と
と
も
に
、予
め
設

定
し
た
条
件
で
外
部
に
警
報
を
発
す

る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

本
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
定

期
点
検
時
等
に
微
地
絡
の
発
生
を

捉
え
て
予
知
保
全
を
図
る
こ
と
で
突

発
的
な
停
電
に
よ
る
経
済
的
損
失

の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
J
E
C
A 

F
A
I
R 

2
0
1
2
」の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

「
経
済
産
業
大
臣
賞
」を
受
賞
し
ま

し
た
。

 

用
途

地絡の予兆を“見える化”

①GR付高圧交流負荷開閉器内蔵のセンサーを
利用しており、開閉器以降の突発的な地絡の
予兆(微地絡)の検出が可能です。

②SOG機能と独立して微地絡検出動作が行えま
す。

③微地絡確定時に接点出力が可能です。(無電圧
a接点)

④本器の状態変化(電源検出、停電検出など)の
データ保存、閲覧が可能です。(最大10件)

⑤微地絡検出および確定時のデータ保存、閲覧
が可能です。(最大100件)

⑥収集データ(微地絡検出および確定時のデータ、
本器の状態変化)は総合管理ソフトを使用して
CSV形式のファイル保存が可能です。

⑦オプションとしてFOMAによる微地絡の検出の
メール通報が可能です。

特長
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Ｉ-Ｖ 特性測定装置

①定格電圧500Ｖ（住宅用）・1000Ｖ（産業用）、定格
電流15Ａ対応！

　住宅でよく見る屋根上の太陽光発電システムでも、接続箱のブ
レーカより測定するため、屋根に上る必要はなく、安全・簡単に
測定できます。
②直列抵抗を表示
③同時測定機能により瞬間的な天候の変化にも影響を受け
ずに、同一条件での測定が可能！ストリング間の相対比較方式
により良否判定が簡単！

④2つの機能
　●Ｉ-Ｖ特性測定
　(１)ストリング測定（移動/同時）
　（2）モジュール単体測定（移動/同時）
　　※ＭＣ-4コネクタ（オプション）が必要です。

　●電圧テスタ
⑤結果をＳＤカードに保存、データをＰＣで利用できます。
⑥記入項目「測定情報」を新たに設け、現場名などの情報を入
力可能！データ管理が容易になりました。
⑦ＳＴＣ（基準状態）変換が可能です。
　※日照計・温度センサ（オプション）が必要です。

特長

住
宅
用
か
ら
産
業
用
、メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
ま
で
、Ｉ
Ｖ
特

性
を
も
と
に
異
常
を
検
知

す
る
装
置
で
す
。Ｏ
＆
Ｍ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、施
工・竣
工

時
の
点
検
・
検
査
を
短
期

間
で
効
率
的
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

用
途

※商品改良のため、外観は変更する場合があります。ご了承ください。
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